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妥
政
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を
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て

誕
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し
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帝
政
ロ
ー
マ

前2～前1世紀
ボエニ戦争以後

共和政ローマ
の混乱

I IttD三頭政治

/ヽ
夕ヽ

カエサルの暗殺巡紺鋒満詣だと儲藻銀鋪織猾話義磐撃ぜ蓄裔」i預た輪 縫蓼[ξお
後の政争に破れ、マケドニアに逃走するが、オクタヴィアヌスとアントニウスの連合軍に敗れた。

共
和
政
ロ
ー
マ
の
混
乱
は

２
回
の
三
頭
政
治
を
へ
て

オ
ク
タ
ヴ
ィ
ア
ヌ
ス
を

初
代
ロ
ー
マ
皇
帝
に
導
い
た
。

国
内
不
安
で
揺
ら
ぐ
共
和
政
か
ら

共
同
統
治
の
コ
一頭
政
治
」
へ

前
２
世
紀
、
地
中
海
各
地
を
属
州
に
治
め
た

ロ
ー
マ
だ
っ
た
が
、
次
第
に
内
政
は
悪
化
し
て
い

っ
た
。
戦
争
で
荒
れ
た
農
地
を
買
い
集
め
、
属

州
か
ら
流
れ
込
ん
だ
奴
隷
労
働
力
を
使
役
す
る

一Ｚ
ア
ィ
フ
ン
デ
ィ
ア
（大
所
領
）
が
生
ま
れ
る

一

方
で
、
属
州
か
ら
の
安
価
な
穀
物
が
輸
入
さ
れ

て
中
小
農
民
が
没
落
、
無
産
市
民
化
し
、
彼
ら

が
担
っ
て
い
た
重
装
歩
兵
は
解
体
さ
れ
て
傭
兵

制
と
な
っ
て
い
っ
た
。
ロ
ー
マ
の
共
和
政
が
危
機

に
瀕
し
た
の
で
あ
る
。

グ
ラ
ッ
ク
ス
兄
弟
に
よ
る
土
地
再
配
分
な
ど

の
改
革
も
、
一π
老
院
の
妨
害
に
あ
っ
て
頓
挫
し
、

あ
く
ま
で
元
老
院
を
守
ろ
う
と
す
る
閥
族
派
と

平
民
会
を
根
拠
と
す
る
平
民
派
が
対
立
し
た
。

ま
た
剣
闘
士
奴
隷
ス
パ
ル
タ
ク
ス
の
蜂
起
や
属

州
の
奴
隷
反
乱
も
相
次
い
で
、
約
１
世
紀
の
間
、

ロ
ー
マ
は
内
乱
状
態
と
な
っ
た
。

権
力
闘
争
が
続
く
な
か
、
一則
６０
年
、
東
方
を

平
定
し
た
将
軍
ボ
ン
ペ
イ
ウ
ス
と
平
民
派
カ
エ

サ
ル
、
大
富
豪

ク
ラ
ッ
ス
ス
が
密
約
を
結
び
、

元
老
院
と
対
立
す
る
三
頭
政
治
を
開
始
し
た
。

ア
ク
一｝ク
ウ
ム
の
海
戦
で
勝
利

オ
ク
タ
ヴ
ィ
ア
ヌ
ス
の
帝
政
開
始

し
か
し
、
ク
ラ
ッ
ス
ス
の
死
後
、
一二
頭
政
治
は

崩
れ
、
一則
４６
年
、
ガ
リ
ア
を
治
め
て
勢
い
に
の
っ

た
力
エ
サ
ル
が
元
老
院
と
結
ん
だ
ポ
ン
ベ
イ
ウ
ス

と
の
戦
い
に
勝
利
し
て
独
裁
者
と
な
っ
た
。
カ

エ
サ
ル
は
、
貧
民
救
済
や
植
民
事
業
、
太
陽
暦

貧

リ
ウ
ス
暦
）
の
採
用
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
改
革

を
行
っ
た
が
、
共
和
政
信
奉
派
の
ブ
ル
ー
ト
ゥ
ス

ら
に
よ
っ
て
前
４４
年
に
暗
殺
さ
れ
た
。
力
エ
サ
ル

暗
殺
後
の
混
乱
を
収
集
し
た
の
は
、
力
エ
サ
ル

の
養
子
オ
ク
タ
ヴ
ィ
ア
ヌ
ス
、
力
エ
サ
ル
の
武
将

ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
、レ
ピ
ド
ウ
ス
に
よ
る
第
２
回
三

頭
政
治
だ
っ
た
。
東
方
の
統
治
に
あ
た
っ
た
ア
ン

ト
ニ
ウ
ス
が
エ
ン
プ
ト
の
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
と
結

び
、
ロ
ー
マ
の
分
断
を
計
っ
た
た
め
に
オ
ク
タ
ヴ

ィ
ア
ヌ
ス
と
対
立
、
一則
３‐
年
の
ア
ク
テ
イ
ウ
ム
の

海
戦
へ
と
い
た
っ
た
。
フ」
れ
に
敗
れ
た
ア
ン
ト
二

ウ
ス
と
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
は
翌
年
に
自
殺
し
、
エ
ン

プ
ト
王
国
は
減
亡
。
勝
利
し
た
オ
ク
タ
ヴ
ィ
ア
ヌ

ス
は
前
２７
年
、
一死
老
院
か
ら
ア
ウ
グ
ス
ト
ウ
ス

（尊
厳
者
）
の
称
号
を
贈
ら
れ
、
事
実
上
の
皇
帝

と
な
り
、
フ号
」
に
ロ
ー
マ
の
帝
政
が
誕
生
し
た
。

エ
ジ
プ
ト
存
続
を
賭
け
た

ク
レ
オ
パ
ト
ラ
の
結
婚

そ
の
美
貌
で
有
名
な
■
ン
プ
ト
の
女
王
ク
レ

オ
パ
ト
ラ
。
最
初
の
結
婚
は
、
１７
歳
の
と
き
、
９

歳
の
弟
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
ー３
世
と
だ
。
こ
れ
は
工

ジ
プ
ト
共
同
統
治
の
た
め
の
政
略
結
婚
で
、
２

人
は
す
ぐ
に
党
派
に
分
か
れ
て
争
い
合
っ
た
。

そ
こ
に
や
っ
て
き
た
の
が
ロ
ー
マ
の
カ
エ
サ
ル
。

彼
女
は
カ
エ
サ
ル
と
密
会
す
る
や
、
夫
を
ナ
イ
ル

川
で
溺
死
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
次
に
は
、
５
歳
の

弟
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
ー４
世
と
結
婚
し
た
。
裏
で

は
力
エ
サ
ル
と
の
情
事
を
重
ね
、
力
エ
サ
リ
オ
ン

を
産
ん
で
い
る
。
カ
エ
サ
ル
の
死
後
、
実
子
カ
エ

サ
リ
オ
ン
を
そ
の
後
継
に
で
き
な
い
と
わ
か
る

や
、
今
度
は
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
と
愛
を
交
わ
し
、
オ

ク
タ
ヴ
ィ
ア
ヌ
ス
に
対
抗
。
そ
し
て
ア
ク
テ
ィ
ウ

ム
の
海
戦
に
敗
れ
、
日販
後
は
毒
蛇
に
身
を
咬
ま

せ
て
死
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

儡

ポンペイウスを倒した

力エサルが独裁者に。
カエサルの独裁

ガリア遠征
ガリア遠征で功績をあげた力工

サルに対し、ポンペイウスが警戒
を強め、両者の対立が表面化。

力エサルの死で、再び権力争いが

激化するなか、第2回三頭政治で

事態の収束を図つた。

オクタヴィアヌス
(カエサルの養子)

アントニウス
(カエサル軍の将軍 )

回
共
和
政
ロ
ー
マ
回
帝
政
ロ
ー
マ
の
誕
生

前31年

アクティウムの海戦

クレオパトラと結んだアントニ

ウスと、オクタヴィアヌスが対立。

オクタヴィアヌスが勝利した。
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